



















































































































































































































































































































































































































































＜ Ｉ／、 ＜Omerbacteria Otherbactena● Otherbacteria
Figures・Aschematicrepresentationofthreealternativeexplanationsfbrevolutionalyhistoryofcitratesynthasegenes・Dashedarrowsindicatethelateraltransferofthecitratesynthasege､e・Whitearrowheadindicatesaduplicationofthemitochondria-targetedgeneinyeast・Blackarrowheadsshowgenelossinvariouseukaryoticlineages・Giventhegreatdistanceofthephylogeneticrelationshipsbetweentheseeukaryotes,itcanbepostulatedthattheselateraltransferstookplaceindependently.（Ａ)AmodelofindependentLGTs・ThecitratesynthasegenewastransferredrepeatedIyfromacommonbacteriumorcloselyrelatedbacteriabelongingtoeithergreensulfurbacteriaorproteobacteriatoeacheukaryote.（B）ＡnaIternativemodelofindependentLGTEviaahypotheticaleukaryote、ThecitratesynthasegenewasoncetransferredfromabacteriumtoaputativeeukaryoteLater,thegeneintheeukaryotewasdirectIyincorporatedintothegenomesofothereukaryotessuchas7b〃/Zyme"α,DjcZWsre/i"腕andlandplantsviathesecondalyLG工（C)Amodelofmultiplelosses・AnancestorofeukaryotesonceobtainedthecitratesynthasegeneviaLGTorgeneduplication,thereaftermostspecieslostthegeneseparatelyineachlineage．
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学位論文審査結果の要旨
ミトコンドリアや葉緑体の祖先は、ある種のバクテリアに由来するという共生進化説はほぼ確実に受
け入れられている。細胞内共生が共生体のＤＮＡを宿主の核ゲノムヘと容易に移行させるという知見も増
加しつつある。Doolittle（1998）によるFoodhypothesis説の提唱以来、食物として取り込まれた生物
由来のＤＮＡが捕食者である系統的に離れた生物のゲノムに転移した（遺伝子の水平転移：LateralGene
Transfer）可能性を示唆するデータが得られつつある。本研究は、自由生活する従属栄養生物である原生
動物・繊毛虫テトラヒメナのゲノム内にバクテリア起源の遺伝子が存在することを示す初めての例である。
クエン酸合成酵素は、通常ミトコンドリアのＴＣＡ回路を構成する酵素である。テトラヒメナにおいて、今
回新たなクエン酸合成酵素遺伝子が単離され、分子系統解析によりこの遺伝子は緑色硫黄細胞もしくはプロ
テロバクテリア起源であることが明らかになった。Ｎ末端側にベルオキシソーム移行シグナルがあることか
ら、この新しい遺伝子はグリオキシソーム内で機能すること、この遺伝子の獲得によりミトコンドリアに依
存したグリオキシレート回路が完全に独立し、飢餓状態に対する耐性を獲得した可能性が示された。
一般に、ゲノム内での遺伝子の重複は進化の過程において新しい機能を創造することが知られている。本
研究は、同様に遺伝子の水平転移によって捕食者のゲノム内に取り込まれた外来性の遺伝子が、捕食者に新
しい機能を付与することにより、進化を促進する可能性があること、すなわち遺伝子の水平転移は重要な進
化の駆動力であることを示した点で、進化生物学においてきわめて重要である。したがって､､本論文は博士
(理学）に値するものと判定した６
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